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今
年
の
冬
は
雪
の
恐
ろ
し
さ

を
痛
感
し
た
冬
で
し
た
。

　

積
雪
に
よ
り
住
宅
お
よ
び
農

用
施
設
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、３
月
の
定
例
会
は
、１

年
の
予
算
を
審
議
す
る
重
要
な

議
会
で
す
。一
般
会
計
63
億
２
千

万
円
が
町
民
が
快
適
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
べ
く
、

執
行
も
議
員
も
熱
心
に
審
議
し

気
持
ち
を
新
た
に
新
年
度
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、第
28
回
町
村
議

会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、議
会
だ
よ
り
が
優
秀
賞

入
選
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

私
た
ち
編
集
委
員
は
、多
く
の

町
民
が
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読

い
た
だ
い
て
い
る
と
期
待
し
紙

面
作
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　空っ風の群馬県は小麦文化の地と
いわれています。
　伊香保温泉から吉岡町方面に下る
と水沢うどんの看板が目に入ります
が、その水沢うどんは「日本三大う
どん」として有名です。
　わが吉岡町の小麦文化といえば
「おっきりこみ」ではないでしょうか。
　かつて、忙しく働く農家の主婦が、
季節の野菜と幅広に切った麺を粉が
ついたまま大鍋で煮込んだ夕食の定
番がおっきりこみです。昭和３０年代
頃までは、夕食には米よりも小麦の
粉物を加工した食事が主流でした。
　食べ残したおっきりこみは、翌朝
に温め直して食卓に運ばれましたが、

これが一段と味がしみてうまくなり
取り合いとなりました。これを「た
てっ返し」といい、煮込まれた芋と
麺がとろけ出し、その味は絶品だっ
たことをなつかしく思います。ちな
みに「風呂をたて返す」と「たてっ
返し｣は、同じ意味なのでしょうか。
※（たてっ返しを「つっかき」ともい
う。）
　吉岡町の水沢街道沿道には、昔か
らおっきりこみを出す飲食店があり、
おっきりこみ街道と命名し、郷土料
理として売り出しています。近年、
テレビや雑誌で、町内の飲食店が紹
介されることが多くなり、おっきり
こみを出す飲食店も増えました。
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群馬県の「おっきりこみプロジェクト」に、町内の飲食店も参加しています。
吉岡町商工会ＨＰから http://wakuwaku-gunma.com/

ぐるりと群馬わくわく旅－武田君が行く－で紹介されています。


